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萬
鐵
五
郎
の
宗
教
熱
―
―
青
年
期
の
日
記
に
見
る
参
禅
の
前
夜

�

澤
田
　
佳
三

　
　
は
じ
め
に

　

萬よ
ろ
ず

鐵て
つ

五ご

郎ろ
う（
一
八
八
五
―
一
九
二
七
）の
一
冊
の
日
記
帳［
図
１
］が
、萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

に
残
さ
れ
て
い
る（
註
１
）。
当
時
十
八
歳
だ
っ
た
彼
が
、一
九
〇
四（
明
治
三
十
七
）年
の
一
月

一
日
か
ら
十
月
二
十
三
日
ま
で
記
入
し
た
も
の
だ
が
、空
欄
の
日
も
多
く
合
計
し
て
五
十
二

日
の
日
記
と
な
る
。
も
う
一
か
月
継
続
し
て
い
れ
ば
十
九
歳
を
迎
え
て
い
た
も
の
の
、そ
こ

に
至
ら
ず
投
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
か
。

　

岩
手
県
の
土
沢（
現
花
巻
市
東
和
町
土
沢
）に
生
ま
れ
た
鐵
五
郎
は
、家
庭
の
事
情
で
中
学

へ
の
進
学
を
許
さ
れ
ず
、数
年
間
の
家
庭
学
習
を
強
い
ら
れ
て
そ
の
後
上
京
。
一
九
〇
三（
明

治
三
十
六
）年
三
月
末
に
い
よ
い
よ
私
立
神
田
中
学
校
三
年
へ
の
編
入
学
が
許
可
さ
れ
る
。

土
沢
で
生
活
を
と
も
に
し
た
従
兄
弟
の
萬
昌し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う（
一
八
八
七
―
一
九
四
三
）も
翌
月
に
は
後

を
追
っ
て
上
京
し
、同
校
二
年
に
編
入
学
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
校
が
廃
校
す
る
こ
と
に
な
り
、

昌
一
郎
と
と
も
に
私
立
中
学
郁
文
館
を
経
て
、十
月
に
は
私
立
早
稲
田
中
学
校（
現
早
稲
田
高

等
学
校
）三
年
に
編
入
学
し
た（
昌
一
郎
は
二
年
）［図
２
］。

　

つ
ま
り
、こ
こ
で
取
り
上
げ
る
日
記
は
、そ
の
数
か
月
後
の
年
が
改
ま
っ
た
元
日
か
ら
始
め

た
日
記
と
な
る
。
こ
の
一
九
〇
四
年
は
、時
期
は
不
明
な
が
ら
鐵
五
郎
が
禅
と
の
関
わ
り
を

持
っ
た
年
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
昌
一
郎
の
母
萬
タ
ダ（
一
八
六
四
―
一
九
四
四
）は
、病
弱

な
母
親
を
持
つ
幼
い
鐵
五
郎
ら
兄
弟
を
引
き
取
り（
そ
の
後
、母
親
は
死
去
）、昌
一
郎
と
と
も

に
養
育
し
た
人
物
だ
が
、こ
の
伯
母
の
勧
め
に
よ
っ
て
鐵
五
郎
は
昌
一
郎
と
と
も
に
禅
に
関

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
タ
ダ
が
帰
依
し
て
い
た
の
は
、臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
僧
侶
・
釈し
ゃ
く

宗そ
う

活か
つ

（
一
八
七
一
―
一
九
五
四
）で
、宗
活
が
営
む
日
暮
里
村（
そ
の
後
、下
谷
区
谷
中
天
王
寺
町
に

移
転
）の
禅
道
場「
両り
ょ
う

忘ぽ
う

庵あ
ん

」に
、鐵
五
郎
ら
も
参
禅
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
註
２
）。

　

こ
の
年
の
日
記
に
は
、し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
関
わ
る
よ
う
な
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
の
一
方
で
、禅
宗
と
は
異
な
る「
宗
教
」へ
の
関
与
を
複
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
見
過
ご
せ

な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、こ
の
点
に
お
い
て
日

記
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
本
論
で
は
、萬
鐵
五
郎
の
青

年
期
の
日
記
を「
宗
教
」と
の
関
わ
り
を
観
点
に
振
り
返
る
こ
と
で
、ほ
ど
な
く
宗
活
の
も
と

で
禅
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
彼
の
周
囲
と
時
代
相
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
日
記
よ
り

　

日
記
帳
は
、警
醒
社
書
店
が
一
九
〇
三
年
十
一
月
に
発
行
し
た『
吾
家
之
歴
史　

明
治

三
十
七
年
』で
、日
記
の
頁
は
、各
日
を「
往
來
」「
爲
し
た
る
事
」「
得
た
る
思
想
」「
社
會
の
出

來
事
」「
雜
事
」の
欄
に
分
け
て
記
述
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
記
の
全
文
は
、萬

鉄
五
郎
記
念
美
術
館
が
発
行
し
た『
画
家
へ
の
出
発

―
萬
鉄
五
郎
の
み
づ
ゑ
と
二
人
の
師
―
』展
図
録

（
一
九
九
六
年
）に
す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
関
係
す
る
四
日
間
の
記
述
に
限
定
し
て
掲

載
し
、一
部
の
文
字
を
修
正
・
補
記
し
た
。
さ
ら
に
、

登
場
す
る
人
物
や
事
物
を
注
記
し
た
上
で
、補
足
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
■
一
月
二
十
四
日
　
日
曜
日［
図
３
］

［
往
來
］靑
木
樣
來
ル　

例
ノ
通
リ
宗
敎
的
話
ニ
移
リ　

遂
靑
年
男
女
ノ
腐
敗
ヲ
痛
論
ス　

午
後
ヨ
リ
照
井
菊

池
、瀧
野
ト
カ
云
フ
人
其
他
知
ラ
ヌ
遠
野
ト
カ
ノ
人

図１　「萬鉄五郎日記」 冊子　1904（明治 37）年　萬鉄五郎記念美術館蔵

図２　 早稲田中学校の頃の萬鐵五郎（18歳）　1903（明治 36）年

図３　右頁：１月 24日（日）の日記
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［
雜
事
］夜
會
計
の
決
算
ヲ
ナ
シ
又
來
月
の
豫
算
ヲ
ナ
ス

　
【
註
】

「
松
岡
君
」
…
…
松
岡
忠ち
ゅ
う

一い
ち（
一
八
八
一
―
？
）の
こ
と
。
松
岡
は
、岩
手
県
花
巻
市
生
ま
れ
。

東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
を
卒
業
し
、岩
手
県
立
農
学
校
長
ほ
か
宮
崎
高
等
農
林
学
校
長
、東

京
高
等
農
林
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
萬
鐵
五
郎
と
同
じ
く
両
忘
庵
の
門
人
。
松
岡
の
姉

は
青
木
重
之
助
の
妻
で
、青
木
が
日
露
戦
争
に
出
征
中
、鐵
五
郎
と
昌
一
郎
ほ
か
数
名
で
牛
込

区（
現
新
宿
区
）矢
来
町
の
一
軒
家
に
同
居
し
て
い
た（
註
４
）。

「
成
民
會
」お
よ
び「
增
野
會
長
」
…
…
キ
リ
ス
ト
者
で
教
育
者
の
増ま
し
野の

悦よ
し

興お
き（
一
八
六
五
―

一
九
一
一
）が
、一
九
〇
三
年
一
月
に「
宗
教
道
徳
的
修
養
の
機
関
」と
し
て
麹
町
区
富
士
見
町

（
現
千
代
田
区
富
士
見
。
そ
の
後
、牛
込
区
東
五
軒
町
に
移
転
）の
自
宅
に
設
立
し
た
の
が
成せ
い

民み
ん

会
で
、毎
日
曜
と
毎
月
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
増
野
は
、津
和
野
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
、同
志
社
英
学
校
の
新に
い
島じ
ま

襄じ
ょ
うの
も
と
で
学
び
伝
道
活
動
に
入
る
。
渡
米
し
て
神
学
校
に
学

び
、帰
国
後
は
東
京
や
群
馬
の
教
会
で
牧
師
を
務
め
、そ
の
後
、各
地
の
学
校
に
赴
任
し
教
育

者
と
し
て
尽
力
。
最
晩
年
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト（
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
）の

日
本
同
仁
基
督
教
会
の
牧
師
と
し
て
活
動
す
る
が
、四
十
六
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た（
註
５
）。

「
江
原
素
六
氏
」
…
…
江え

原ば
ら

素そ

六ろ
く（
一
八
四
二
―
一
九
二
二
）は
江
戸
に
生
ま
れ
た
幕
臣
で
、

維
新
後
は
静
岡
で
教
育
に
携
わ
る
と
と
も
に
、政
界
に
進
出
し
衆
議
院
議
員
、貴
族
院
議
員
と

な
る
。
ま
た
、東
京
に
麻
布
中
学
校
を
創
立
し
、校
長
を
生
涯
務
め
た
ほ
か
、キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
理
事
長
を
務
め
る
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
界
で
も
幅
広
く
活
躍
し

た（
註
６
）。

　
【
補
足
】

　

一
月
二
十
四
日
か
ら
一
週
間
後
の
休
日
、今
度
は
鐵
五
郎
が
青
木
を
訪
問
し
、同
じ
く
同
郷

の
松
岡
忠
一
ら
と
と
も
に
成
民
会
に
日
曜
講
演
会
を
聴
き
に
出
か
け
た
。
こ
の
時
、松
岡
は

東
大
の
学
生
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

増
野
悦
興
は
、成
民
会
を
立
ち
上
げ
る
前
年
に
瑞
豊
塾
と
い
う
家
塾
を
自
宅
に
開
き
、十
名

前
後
の
学
生
を
預
か
り
教
育
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
う
。
学
生
は
、東
大
、旧
制
第
一
高
等
学

（
ハ
イ
カ
ラ
ジ
ミ
タ
ル
人
）等
來
ル

［
爲
し
た
る
事
］靑
木
樣
ト
江
戶
川
、目
白
臺
、ヨ
リ
近
衞
公
の
方
迄
散
步
ス　

意
外
ニ
景
色
ニ

富
メ
ル
所
ヲ
見
付
ク

［
社
會
の
出
來
事
］旅
順
口
等
ニ
居
ル
露
ノ
將
校
兵
卒　

戰
爭
ヲ
恐
れ
て
迯
グ
ル
者
ア
リ
ト
云
フ

［
雜
事
］好
天
氣

　
【
註
】

「
靑
木
樣
」
…
…
青
木
重じ
ゅ
う

之の

助す
け（
一
八
七
三
―
一
九
三
七
）の
こ
と
。
青
木
は
、岩
手
県
東
和
賀

郡
中
内
村（
現
花
巻
市
東
和
町
）生
ま
れ
。
生
家
は
代
々
医
業
を
営
む
。
医
学
専
門
学
校
済
生

学
舎
で
眼
科
を
学
び
、日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
に
軍
医
と
し
て
従
軍
。
そ
の
間
、東
京
帝
国
大

学
医
学
部
選
科
に
も
学
ぶ
。
退
役
後
、山
形
市
で
開
業
し
た
後
、帰
郷
し
眼
科
診
療
所
を
開
業
。

さ
ら
に
中
内
村
議
会
議
員
と
な
り
、地
域
に
貢
献
し
た
。
な
お
、萬
鐵
五
郎
と
昌
一
郎
が
早
稲

田
中
学
校
に
入
学
し
た
際
、青
木
が
両
人
の
保
証
人
で
あ
っ
た（
註
３
）。

　
【
補
足
】

　
［
社
會
の
出
來
事
］欄
の
記
述
ど
お
り
、鐵
五
郎
は
日
露
戦
争
の
開
戦
前
後
の
様
子
を
日
記

に
た
び
た
び
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、二
月
八
日
に
は「
靑
木
樣
招
集
サ
ル
ル
ト
云
フ
事
ナ
レ

バ
行
ク　

忙
殺
ヲ
極
め
た
る
模
樣
な
り
」と
あ
り
、青
木
重
之
助
は
ま
も
な
く
軍
医
と
し
て
出

征
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
日
は
そ
の
直
前
の
こ
と
と
し
て
、青
木
が
来
訪
し「
例
ノ
通
リ
宗
敎
的
話
ニ
移
リ
」と

あ
る
よ
う
に
、こ
の
頃
二
人
の
間
で
は
い
つ
も
宗
教
が
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
青
木
は
、鐵
五
郎
の
一
回
り
年
長
で
す
で
に
軍
医
の
道
を
歩
ん
で
お
り
、ま
た
鐵
五
郎
の

早
稲
田
中
学
入
学
時
の
保
証
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
頼
り
と
す
る
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、そ
こ
か
ら
両
者
の
影
響
関
係
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
■
一
月
三
十
一
日
　
日
曜
日

［
往
來
］靑
木
樣
ノ
所
ニ
行
ク

［
爲
し
た
る
事
］靑
木
樣　

松
岡
君
等
ト
成
民
會
ニ
行
キ
增
野
會
長
悔
改
と
更
生
、江
原
素
六

氏
ノ
品
性
ノ
修
養
其
五
柔
和
を
聞
ク



3

一
九
二
六
）、多
田
鼎か
な
え（

一
八
七
五
―
一
九
三
七
）ら
と
と
も
に
本
郷
区
森
川
町（
現
文
京
区
本

郷
六
丁
目
。
そ
の
後
、移
転
）の
居
に「
浩こ
う
々こ
う

洞ど
う
」の
名
を
掲
げ
て
共
同
生
活
を
始
め
、翌
年
こ

こ
を
拠
点
に
仏
教
雑
誌『
精
神
界
』を
発
行
し
た
。浩
々
洞
編『
霊
界
之
偉
人
』は
一
九
〇
一（
明

治
三
十
四
）年
の
発
行（
森
江
書
店
）、清
沢
ら
四
名
の
共
著『
精
神
主
義
』と
清
沢
著『
精
神
講

話
』は
翌
年
浩
々
洞
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
萬
鐵
五
郎
が
そ
れ
ら
を
購
入
し
た
本
郷
の
文
明
堂

は
そ
の
発
売
所
で
あ
り
、ま
た
浩
々
洞
同
人
の
書
物
の
出
版
社
で
も
あ
っ
た（
註
９
）。

　
【
補
足
】

　

鐵
五
郎
が
、前
月
下
旬
か
ら
歯
の
治
療
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
様
子
が
日
記
に
は
記
さ

れ
て
お
り
、青
木
重
之
助
に
こ
う
し
て
治
療
の
相
談
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
こ
の
時
期
、

二
人
の
出
入
り
は
頻
繁
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
へ
清
沢
満
之
ら
浩
々
洞
同
人
の
書
物
を
ま
と

め
買
い
し
た
鐵
五
郎
が
、歯
の
相
談
の
後
、「
精
神
講
話
ヲ
ヤ
ッ
テ
歸
タ
」と
記
す
。
こ
れ
が
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、む
ろ
ん
こ
の
日
だ
け
の
こ
と
で
な
く
以
前
か
ら
の

行
為
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

浩
々
洞
が
発
行
し
た
機
関
誌『
精
神
界
』を
場
と
し
て
社
会
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
彼
ら
の

信
念
と
主
張
は「
精
神
主
義
」と
名
付
け
ら
れ
、毎
日
曜
に
は
浩
々
洞
に
て「
精
神
講
話
」が
開

か
れ
た
。『
精
神
界
』に
掲
載
さ
れ
た
精
神
講
話
の
広
告
は
次
の
と
お
り
だ
っ
た
。

　
　

每
日
𫞂
午
前
九
時
よ
り
、本
鄕
區
森
川
町
一
番
地
、浩
々
洞
に
て
開
く
。

　
　
　

性
の
男
女
、衣
服
の
美
醜
、教
育
の
有
無
、そ
は
我
等
の
問
ふ
所
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ 

　
　

我
等
と
共
に
衜
を
修
め
む
と
欲
す
る
人
は
、誰
人
に
て
も
來
り
給
ふ
べ
し（
註
10
）。

　

こ
の
日
曜
講
話
会
に
は
、様
々
な
青
年
た
ち
が
訪
れ
、内
村
鑑
三（
一
八
六
一
―
一
九
三
〇
）の

日
曜
学
校
の
聖
書
研
究
会
と
並
ん
で
、東
京
の
宗
教
的
関
心
を
持
つ
青
年
た
ち
に
大
き
な
影

響
力
を
持
ち
、「
精
神
主
義
」の
名
の
も
と
に
一
世
を
風
靡
し
た
と
さ
れ
る（
註
11
）。
鐵
五
郎
と

そ
の
周
辺
の
青
木
ら
が
精
神
講
話
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、浩
々
洞
の
書
物
を

購
入
し
、理
解
の
程
度
は
別
と
し
て「
精
神
主
義
」に
つ
い
て
何
か
し
ら
共
有
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

校（
現
東
京
大
学
教
養
学
部
。
以
下
、一
高
）を
始
め
と
す
る
東
京
市
内
の
大
学
、高
等
学
校
、

中
学
校
の
在
校
生
た
ち
で
、後
に
学
界
、教
育
界
、官
界
、軍
部
、実
業
界
、言
論
界
な
ど
各
界
の

指
導
的
立
場
に
立
つ
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う（
註
７
）。
こ
の
瑞
豊
塾
を
前
身
と
す
る
成
民

会
の
創
始
宣
言
は
次
の
と
お
り
だ
っ
た
。

『
我
が
将
来
の
国
民
た
る
青
年
諸
君
を
し
て
、宗
教
道
徳
的
修
養
の
機
関
を
有
せ
し
め

ん
が
為
、新
た
に
本
会
を
組
織
し
、定
期
講
演
其
他
諸
種
の
事
業
を
企
画
し
て
、大
に
尽

く
す
所
あ
ら
ん
と
欲
す
、修
養
に
志
あ
る
諸
君
は
、来
つ
て
吾
人
と
事
を
共
に
せ
よ
』

（
明
治
三
十
六
年
一
月
）（
註
８
）。

　

鐵
五
郎
が
、青
木
や
松
岡
ら
と
成
民
会
の
講
演
会
に
出
か
け
た
き
っ
か
け
は
不
明
な
が

ら
、青
木
を
の
ぞ
く
彼
ら
は
こ
う
し
た
学
生
の
一
人
で
あ
り
、ま
た
彼
ら
の
生
活
圏
に
成
民
会

は
位
置
し
て
い
た
。
な
お
、も
う
一
人
の
講
演
者
江
原
素
六
は
、増
野
と
同
様
キ
リ
ス
ト
者
に

し
て
麻
布
中
学
を
創
立
し
た
教
育
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
講
演
内
容
は
、青
年
た
ち
を

対
象
と
し
た「
宗
教
道
徳
的
修
養
」そ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
題
目
か
ら
わ
か
る
。

　
　
■
二
月
四
日
　
木
曜
日［
図
４
］

［
爲
し
た
る
事
］學
校
カ
ラ
歸
テ
カ
ラ
齒
醫
者
ニ

自
轉
車
ヲ
飛
シ
テ
居
タ　

齒
ヲ
一
本
カ
ゝ
ナ
ケ

レ
バ
順
ヲ
ナ
オ
サ
レ
ヌ
ゾ
ウ
デ
靑
木
樣
ニ
相
談

シ
ヤ
ウ
ト
思
テ
出
ダ
ソ
レ
カ
ラ
本
鄕
ノ
文
明
堂

ニ
イ
ッ
テ
精
神
主
義
靈
界
ノ
偉
人
精
神
講
話
買

テ
靑
木
樣（
下
宮
比
町
）ニ
行
テ
齒
ノ
話
ヲ
聞
キ

一
本
カ
ク
事
ヲ
極
メ
精
神
講
話
ヲ
ヤ
ッ
テ
歸
タ

［
雜
事
］餘
程
暖
し

　
【
註
】

「
本
鄕
ノ
文
明
堂
」お
よ
び「
精
神
主
義
靈
界
ノ
偉
人
精
神
講
話
」
…
…
浄
土
真
宗
大
谷

派
の
僧
侶
で
宗
教
思
想
家
の
清き
よ

沢ざ
わ

満ま
ん

之し（
一
八
六
三
―
一
九
〇
三
年
）が
、一
九
〇
〇（
明

治
三
十
三
）年
に
門
下
の
暁あ
け
烏が
ら
す

敏は
や（
一
八
七
七
―
一
九
五
四
）、佐
々
木
月げ
っ

樵し
ょ
う（
一
八
七
五
― 図４　右頁：２月４日（木）の日記
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東
京
の
青
年
た
ち

　

こ
こ
ま
で
日
露
戦
争
開
戦
前
後
の
約
一
ヶ
月
間
の
日
記
か
ら
、宗
教
を
視
点
に
四
日
間
の

記
述
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
こ
と
と
し
て
、鐵
五
郎
と
そ
の
周
囲
、い
ず
れ
も
同

郷
の
青
年
た
ち
の
間
に
は
宗
教
が
共
通
の
話
題
と
し
て
あ
り
、成
民
会
の
日
曜
講
演
会
に
行

動
を
と
も
に
す
る
ほ
ど
の
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
、日
記
が
新
年
当
初
で
あ
る

こ
と
か
ら
、そ
う
し
た
状
況
は
前
年
か
ら
続
く
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、成
民
会
の
キ
リ
ス
ト
教
、お
よ
び
浩
々
洞
の
真
宗
す
な
わ
ち
仏
教
と
が
分
け
隔
て

な
く
共
存
す
る
か
の
よ
う
に
、鐵
五
郎
ら
青
年
た
ち
は
宗
教
に
親
し
ん
で
い
た
よ
う
に
受
け

取
れ
る
。
そ
う
し
た
姿
は
、い
わ
ゆ
る
信
仰
を
求
め
る
態
度
と
は
異
な
る 

〟何
か〝 

を
彼
ら

が
求
め
て
い
た
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
。

　

既
述
の
と
お
り
、浩
々
洞
の
日
曜
講
話
会
が
内
村
鑑
三
の
聖
書
研
究
会
と
並
ぶ
影
響
力
を

東
京
の
宗
教
的
関
心
を
持
つ
青
年
た
ち
に
与
え
て
い
た
と
い
う
が
、ま
さ
に
鐵
五
郎
た
ち
も

そ
の
圏
内
に
い
た
わ
け
だ
。
そ
こ
で
、同
時
期
の
東
京
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
人
物
た
ち

の
回
想
を
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、京
都
学
派
の
哲
学
者
・
田
邊
元は
じ
め（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）は
、鐵
五
郎
と
同
年
生
ま

れ
で
、一
九
〇
四
年
に
一
高
を
卒
業
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
内
村
鑑
三
先
生
と
か
海
老
名
彈
正
先
生
と
か
、或
は
佛
教
の
近
角
常
觀

先
生
と
か
、さ
う
い
ふ
宗
敎
的
に
優
れ
た
先
逹
と
い
ふ
も
の
は
、そ
の
當
時
の
一
高
の

生
徒
の
揭
示
板
に
每
週
の
や
う
に
講
演
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
現
は
れ
て
、私
ど
も
に

と
つ
て
は
非
常
に
親
し
い
さ
う
い
ふ
方
々
の
名
前
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う

し
て
そ
の
當
時
の
一
高
の
最
も
進
ん
だ
、或
は
數
の
上
か
ら
い
へ
ば
少
數
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、し
か
し
一
高
の
思
想
、或
は
一
高
の
校
友
會
の
論
壇
と
い
ふ
も
の
を
卛
ゐ
て

ゆ
く
や
う
な
人
々
は
、信
仰
の
問
題
、人
生
問
題
と
い
ふ
も
の
を
中
心
に
し
て
眞
劍
に

命
を
賭
し
て
考
へ
、實
際
に
命
を
賭
さ
れ
た
人
も
あ
る
。
さ
う
い
ふ
時
代
が
私
ど
も
の

一
高
の
時
代
の
現
狀
、事
實
で
あ
つ
た（
註
12
）。

　

次
に
、田
邊
元
と
は
一
回
り
年
少
で
同
じ
く
京
都
学
派
の
哲
学
者
・
三
木
清（
一
八
九
七
―

一
九
四
五
）は
、一
九
一
四（
大
正
三
）年
に
一
高
に
入
学
し
た
。

高
等
學
校
時
代
に
初
め
て
見
て
特
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
の
は『
歎
異
鈔
』で
あ
つ
た
。

　
　
■
二
月
二
十
日
　
土
曜
日

［
爲
し
た
る
事
］神
田
靑
年
會
舘
ニ
中
學
敎
育
講
話
會
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　

露
國
勃
興
の
話　
　
　
　

瀨
川
文
學
博
士

　
　
　
　
　
　
　

現
代
思
想
界
の
缼
乏　
　

桑
木
文
學
博
士

　
　
　
　
　
　
　

臺
灣
み
や
げ　
　
　
　
　

那
賀
文
學
博
士

　
　
　
　
　
　
　

催
眠
術　

實
驗
說
明　
　

□
田
隆
一
郎　
　
　
　

※
□
は
不
明

　
　
　
　
　
　
　

戰
時
國
際
公
法　
　
　
　

中
村
法
學
博
士

　
【
註
】

「
神
田
靑
年
會
舘
」
…
…
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル（
一
八
五
二
―

一
九
二
〇
）の
設
計
で
一
八
九
四（
明
治
二
十
七
）年
に
神
田
区
美
土
代
町（
現
千
代
田
区
神
田

美
土
代
町
）に
竣
工
し
た
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
会
館
の
こ
と
。
一
九
二
三（
大
正
十
二
）

年
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
す
る
ま
で
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
内
村
鑑
三
な
ど
の
数
多
く
の
講

演
会
や
集
会
の
場
と
な
り
、「
神
田
の
青
年
会
館
」と
し
て
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
た
。
こ
の

日
記
と
同
じ
二
月
に
は
日
露
戦
争
が
開
戦
し
て
お
り
、ま
た
江
原
素
六
が
東
京
キ
リ
ス
ト
教

青
年
会
理
事
長
に
就
任
し
て
も
い
る
。

　
【
補
足
】

　

こ
の
時
す
で
に
日
露
戦
争
は
開
戦
し
、報
道
さ
れ
る
戦
況
な
ど
を
鐵
五
郎
は
日
記
に
記
し

て
い
る
。
こ
の
日
は「
神
田
の
青
年
会
館
」へ
中
学
教
育
講
話
会
に
出
か
け
た
こ
と
が
演
題
と

と
も
に
残
さ
れ
る
。
中
学
教
育
の
講
話
会
ゆ
え
、宗
教
と
の
直
接
的
関
係
は
な
い
よ
う
に
見

え
る
が
、当
時
の
思
想
界
と
と
も
に
そ
の
頃
大
流
行
し
た
催
眠
術
の
実
験
説
明
が
含
ま
れ
て

い
る
な
ど
、い
ず
れ
も
宗
教
と
接
合
し
う
る
領
域
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
鐵
五
郎
の
関
心
の
あ
り

か
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
偶
然
と
い
う
べ
き
か
、前
月
に
成
民
会
で
聴
講
し
た
ば
か
り
の
江
原
素
六
は
、こ
の
月

に
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
理
事
長
に
就
任
し
た
の
だ
っ
た
。
中
学
教
育
講
話
会
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、江
原
の
勧
め
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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煩
悶
す
る
青
年

　

生う
ぶ
方か
た

敏と
し

郎ろ
う（
一
八
八
二
―
一
九
六
九
）が
著
し
た『
明
治
大
正
見
聞
史
』の「
明
治
時
代
の
学

生
生
活
」に
は
こ
う
あ
る
。「
そ
の
時
分
の
学
生
は
、宗
教
問
題
、倫
理
問
題
に
没
頭
し
て
い
た
。

そ
ん
な
こ
と
の
嫌
い
な
学
生
で
も
ま
た
は
宗
教
な
ど
柄
に
な
い
人
間
で
も
、教
会
に
よ
く
出

入
り
し
た
。
時
代
精
神
と
言
お
う
か
、と
に
か
く
そ
の
頃
の
流
行
り
物
だ
っ
た
」と
い
い
、「
煩

悶
と
い
う
こ
と
が
青
年
学
生
の
間
に
非
常
に
流
行
し
た
。
皆
が
よ
く
煩
悶
し
て
い
た
。
神
経

衰
弱
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、学
生
の
中
に
こ
の
時
分
か
ら
流
行
り
始
め
た
」と
い
う（
註
15
）。

先
の
三
者
の
回
想
に
見
た
よ
う
に
、宗
教
は
学
生
間
の「
流
行
り
物
」で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
さ

ら
に
、「
煩
悶
」が
非
常
に
流
行
し
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、一
九
〇
一
年
に
一
高
に
入
学
し
た
岩
波
書
店
の
創
業
者
・
岩
波
茂
雄（
一
八
八
一
―

一
九
四
六
）の
自
伝
を
見
て
み
よ
う
。

人
生
と
は
何
ぞ
や
、我
は
何
処
よ
り
来
り
て
何
処
へ
行
く
、と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
問

題
と
す
る
内
観
的
煩
悶
時
代
で
も
あ
っ
た
。
立
身
出
世
、功
名
富
貴
が
如
き
言
葉
は
男

子
と
し
て
口
に
す
る
を
恥
じ
、永
遠
の
生
命
を
つ
か
み
人
生
の
根
本
義
に
徹
す
る
た
め

に
は
死
を
厭
わ
ず
と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
。
現
に
こ
の
年
の
五
月
二
十
二
日
に
は
同

学（
一
年
下
）の
藤
村
操
君
は「
巌
頭
之
感
」を
残
し
て
華
厳
の
滝
に
十
八
歳
の
若
き
命

を
絶
っ
て
い
る
。（
中
略
）当
時
私
は
阿
部
次
郎
、安
倍
能
成
、藤
原
正
三
君
の
如
き
畏
友

と
往
来
し
て（
中
略
）常
に
人
生
問
題
に
な
や
ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
他
の
者
か
ら
自

殺
で
も
し
か
ね
ま
じ
く
思
わ
れ
て
い
た
。
事
実
藤
村
君
は
先
駆
者
と
し
て
そ
の
華
厳

の
最
後
は
我
々
憧
れ
の
目
標
で
あ
っ
た
。
巌
頭
之
感
は
今
で
も
忘
れ
な
い
が
当
時
こ

れ
を
読
ん
で
涕
泣
し
た
こ
と
幾
度
で
あ
っ
た
か
知
れ
な
い（
註
16
）。

　

自
己
の
内
面
に
閉
じ
こ
も
っ
て
苦
悩
す
る「
煩
悶
」と
い
う
言
葉
が
、明
治
二
十
年
代
に
国く
に

木き

田だ

独ど
っ

歩ぱ（
一
八
七
一
―
一
九
〇
八
）や
高
山
樗ち
ょ

牛ぎ
ゅ
う（
一
八
七
一
―
一
九
〇
二
）と
い
っ
た
作
家

た
ち
に
よ
る
表
現
な
ど
を
通
し
て
社
会
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
が
、こ
の
言
葉
を
真
正
面
か
ら

受
け
取
り
熱
心
に
煩
悶
し
た
の
は
高
等
教
育
機
関
に
通
う
こ
と
の
で
き
た
一
部
の
青
年
た
ち

で
、自
分
が
ど
う
生
き
た
ら
よ
い
の
か
積
極
的
に
悩
み
、苦
し
み
、煩
悶
し
た
と
い
う（
註
17
）。

　

そ
う
し
た「
煩
悶
青
年
」の
象
徴
が
、一
九
〇
三
年
に
日
光
の
華
厳
の
滝
で
謎
め
い
た
遺
書

「
巌
頭
之
感
」を
残
し
投
身
自
殺
し
た
一
高
の
学
生
・
藤
村
操み
さ
お（
一
八
八
六
―
一
九
〇
三
）で

あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、岩
波
茂
雄
を
は
じ
め
と
す
る
一
高
生
は
も
と
よ
り
、社
会
に
も
大
き

近
角
常
觀
先
生
の『
歎
異
鈔
講
義
』も
忘
れ
ら
れ
な
い
本
で
あ
る
。
本
鄕
森
川
町
の
求

衜
學
舎
で
先
生
か
ら
歎
異
鈔
の
講
義
を
聽
い
た
こ
と
も
あ
る
。
近
角
先
生
は
そ
の
時

代
の
一
部
の
青
年
に
大
き
な
感
化
を
與
へ
ら
れ
た
や
う
で
あ
つ
た
。（
後
略
）

　

私
の
み
で
は
な
い
、そ
の
頃
の
青
年
に
は
い
つ
た
い
に
宗
敎
的
な
關
心
が
强
か
つ
た

や
う
で
あ
る
。
日
本
の
思
想
界
が
一
般
に
內
省
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
つ
た
。

（
中
略
）一
高
に
も
日
蓮
宗
と
か
、禪
宗
と
か
、眞
宗
と
か
の
學
生
の
會
が
あ
り
、私
も

時
々
出
席
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る（
註
13
）。

　

最
後
に
、女
性
解
放
運
動
家
の
平
塚
ら
い
て
う（
一
八
八
六
―
一
九
七
一
）は
、鐵
五
郎
と
は

一
歳
違
い
で
同
時
期
に
両
忘
庵
で
釈
宗
活
に
参
禅
し
て
お
り
、一
九
〇
三
年
に
日
本
女
子
大

学
校（
現
日
本
女
子
大
学
）に
入
学
し
た
。

　

女
子
大
で
も
、学
校
当
局
は
、学
生
が
校
長
の
信
仰
以
外
の
信
仰
に
走
る
こ
と
を
好
み

ま
せ
ん
で
し
た
が
、ク
リ
ス
ト
教
や
仏
教
に
近
づ
く
学
生
も
お
り
ま
し
た
。
寮
生
の
な

か
に
も
教
会
へ
出
入
り
し
て
い
る
人
が
い
て
、そ
ん
な
こ
と
か
ら
わ
た
く
し
も
誘
わ
れ

て
、壱い

岐き

坂
の
本
郷
教
会
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
で
も
お
茶
の
水
で
も
、ク
リ

ス
ト
教
的
な
雰
囲
気
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
し
た
か
ら
、礼
拝
に
こ
そ
行
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、聖
書
は
か
な
り
早
く
か
ら
ひ
と
り
で
読
ん
で
い
た
の
で
、誘
わ
れ
る
ま

ま
自
然
な
気
持
ち
で
、同
時
に
好
奇
心
も
と
も
な
っ
て
、教
会
と
い
う
も
の
に
も
出
か
け

た
の
で
し
た
。
寮
生
の
な
か
に
は
、植
村
正
久
牧
師
の
富
士
見
教
会
に
行
く
人
や
、真
宗

の
新
人
近
角
常
観
師
の「
歎た
ん
異に

抄し
ょ
う

講
義
」を
、本
郷
森
川
町
の
お
宅
へ
聴
き
に
ゆ
く
人
も

い
ま
し
た
。
本
郷
教
会
に
は
、男
女
の
学
生
が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
が
、海
老
名
弾だ
ん

正じ
ょ
う

牧

師
の
説
教
は
、十
分
に
こ
れ
ら
の
人
々
に
と
っ
て
魅
力
的
の
よ
う
で
し
た（
註
14
）。

　

明
治
末
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
の
三
人
の
学
生
男
女
の
回
想
か
ら
は
、い
ず
れ
も
宗
教

へ
の
高
い
関
心
か
ら
講
演
や
説
教
へ
の
参
加
お
よ
び
書
物
か
ら
の
感
化
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
よ
う
と
す
る
姿
が
垣
間
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、キ
リ
ス
ト
教
の
内
村
鑑
三
や
海
老
名
弾
正

（
一
八
五
六
―
一
九
三
七
）、仏
教
の
近ち
か

角ず
み

常じ
ょ
う

観か
ん（

一
八
七
〇
―
一
九
四
一
）の
名
が
重
複
し
て

登
場
し
、と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
的
な
宗
教
家
と
し
て
並
列
さ
れ
る
。
当
時
の
東
京
の
青
年

た
ち
に
と
っ
て
は
、キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
差
異
、距
離
感
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
よ

う
に
も
受
け
取
れ
る
。
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花
巻
と
東
京

　

鐵
五
郎
が
日
記
を
記
し
た
同
じ
一
九
〇
四
年
の
七
月
二
十
七
日
付『
岩
手
毎
日
新
聞
』に

は
、次
の
よ
う
な
広
告
が
あ
る（
註
21
）。

　
　

第
六
回
夏
期
講
話
會

　

講
師　

文
學
士　

近
角
常
觀
師

　
　
　
　

釋
宗
演
師
法
嗣　

釋　

宗
活
師

　

會
期
會
塲　

自
八
月
五
日
至
十
四
日

　
　
　
　
　
　

於　

大
澤
温
泉
塲

　

宿
泊
料
一
日
貳
拾
錢
婦
人
に
は
特
別
の
設
備
あ
り

　

聽
講
料
貳
拾
錢
來
會
者
は
至
急
左
に
申
込
る
べ
し

　
　
　

花
卷
町

　
　
　

講
話
會
幹
事　
　

林　

正
因

　

こ
の
よ
う
に
岩
手
県
花
巻
郊
外
の
大
沢
温
泉
で
開
か
れ
た
夏
期
仏
教
講
話
会
に
、真
宗
の

近
角
常
観
と
臨
済
宗
の
釈
宗
活
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
。
そ
の
他『
岩
手
日
報
』に
は
こ
の

講
話
会
に
参
加
し
た
人
物
の
手
記
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、そ
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、近
角
は『
歎
異
鈔
』を
講
じ
、宗
活
は『
毒
語
心
経
』を
提
唱
し
た
よ
う
で
、聴
講
者
は

一
時
六
十
名
ほ
ど
に
達
し
、女
学
生
も
十
数
名
い
た
と
さ
れ
る（
註
22
）。

　

こ
の
大
沢
温
泉
で
の
夏
期（
夏
季
と
も
）講
習（
講
話
と
も
）会
は
、花
巻
の
知
識
人
や
学
生

が
中
心
と
な
り
一
八
九
九（
明
治
三
十
二
）年
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、仏
教
研
鑽
と
精
神

修
養
を
目
的
に
毎
夏
恒
例
と
な
っ
た
勉
強
合
宿
で
、講
師
と
し
て
多
く
の
真
宗
関
係
者
が
招

か
れ
た
と
い
う（
註
23
）。
例
と
し
て
、一
九
〇
六（
明
治
三
十
九
）年
に
は
浩
々
洞
の
暁
烏
敏
が
、

翌
年
に
は
同
じ
く
浩
々
洞
の
多
田
鼎
が
講
師
に
招
か
れ
て
い
た
。

　

一
九
〇
四
年
に
近
角
常
観
が
招
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、本
郷
の
近
角
の
説
教
所
で
あ

る
求
道
会
館
に
隣
接
す
る
求
道
学
舎
と
い
う
学
生
寮
に
寄
宿
す
る
花
巻
周
辺
出
身
の
東
大
生

ら
が
手
引
き
と
な
り
、詩
人
で
童
話
作
家
の
宮
沢
賢
治（
一
八
九
六
―
一
九
三
三
）の
父
・
政

次
郎（
一
八
七
四
―
一
九
五
七
）ら
が
招
聘
の
窓
口
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、こ
の
講
習

会
を
契
機
に
、政
次
郎
は
近
角
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。二
年
後
に
は
、妻
と
そ
の
父
・

善
治
お
よ
び
兄
弟
ら
六
人
で
求
道
学
舎
を
訪
れ
、日
曜
講
話
と
そ
の
後
の
信
仰
談
話
会
に
参

加
し
た
と
あ
り
、そ
の
後
も
親
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
い
が
続
い
た
。
ま
た
、こ
の
時
同
行
し
た

な
波
紋
を
投
じ
た
。
藤
村
の
死
は
新
聞
の
一
面
を
飾
り
、や
が
て
詩
歌
や
小
説
の
題
材
に
も

な
る
。
出
版
さ
れ
た
遺
書
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、さ
ら
に
藤
村
を
模
倣
し
た
後
追
い
自

殺
が
相
次
い
だ
た
め
、警
察
当
局
は『
巌
頭
之
感
』を
発
禁
処
分
と
し
た（
註
18
）。
こ
の
よ
う
に

「
煩
悶
青
年
」は
社
会
か
ら
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

奇
し
く
も
両
忘
庵
で
年
に
一
度
の
釈
尊
降
誕
会
で
の
余
興
と
し
て
、鐵
五
郎
が
こ
の
藤
村

操
を
演
じ
た
と
い
う
が
、そ
れ
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
世
相
を
反
映
し
て
い
た
。

そ
の
頃
、學
生
逹
の
頭
腦
に
あ
つ
た
、人
生
を
不
可
解
と
し
た
藤
村
操
の
あ
の
世
の
裁

判
を
や
つ
て
居
る
事
に
な
つ
た
。（
中
略
）多
分
萬
君
そ
の
人
は
、巖
頭
か
ら
死
を
急
い

だ
藤
村
操
に
扮
し
、私
は
藤
村
操
の
辯
護
士
と
し
て
、人
生
と
宗
敎
を
と
く
役
で
あ
つ

た
ら
う
と
記祀
憶
す
る
。
筋
書
通
り
や
つ
た
に
違
ひ
な
い
が
、内
容
は
と
も
か
く
趣
向
は

宗
敎
を
説
明
と
し
た
も
の
で
、靑
鬼
赤
鬼
の
顏
や
、魔
大
王
の
顏
の
色
ど
り
は
萬
君
が

や
つ
た
こ
と
ゝ
思
ふ（
註
19
）。

　

三
木
清
が
一
高
生
だ
っ
た
時
に
近
角
常
観
の
講
義
を
聴
い
た
こ
と
の
よ
う
に
、近
角
の

も
と
に
は
一
高
生
や
東
大
生
を
始
め
と
し
た
多
く
の
煩
悶
青
年
が
集
っ
た
と
さ
れ
る
。
碧

海
寿
広
氏
は
、「
彼
ら
に
と
っ
て
宗
教
と
は
、一
方
で
は
、田
舎
の
人
間
が
妄
信
す
る
旧
態

依
然
と
し
た
風
習
で
あ
っ
た
。
だ
が
他
方
で
は
、自
分
た
ち
の
よ
う
な
都
会
の
学
生
の
趣

味
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
、新
し
い
文
化
で
も
あ
っ
た
。
当
時
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て

宗
教
は
、両
義
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」と
い
う
。
さ
ら
に
、「
宗
教
を
新
し

い
文
化
と
し
て
受
け
入
れ
始
め
た
東
京
の
学
生
た
ち
の
、そ
の
生
活
圏
で
は
、近
角
だ
け

で
な
く
、他
に
も
多
彩
な
宗
教
家
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
」と
し
て
、浩
々
洞
の
清
沢
満
之

と
暁
烏
敏
を
筆
頭
と
す
る
弟
子
た
ち
や
、旧
来
的
な
宗
派
や
寺
院
の
仏
教
を
批
判
し
た
新

仏
教
徒
同
志
会
の
人
々
、キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
内
村
鑑
三
や
海
老
名
弾
正
ら
を
例
に
あ
げ
る
。

ま
た
明
確
な
宗
教
運
動
で
な
く
近
似
し
た
活
動
と
し
て「
岡
田
式
静
座
法
」で
知
ら
れ
る
岡
田

虎
二
郎（
一
八
七
二
―
一
九
二
〇
）な
ど
を
、さ
ら
に
東
大
の
宗
教
学
講
座
の
初
代
教
授
・
姉あ
ね

崎ざ
き

正ま
さ

治は
る（
一
八
七
三
―
一
九
四
九
）を
顕
著
な
宗
教
性
を
有
す
る
人
物
と
し
て
あ
げ
る
。「
こ
の

よ
う
に
、明
治
後
期
か
ら
大
正
期
頃
の
東
京
に
お
い
て
は
、宗
教
家
や
そ
れ
に
類
似
し
た
人
物

た
ち
に
よ
る
活
動
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
り
、そ
こ
に
数
多
く
の
学
生
や
若
い
知
識
人
が
集

う
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
る（
註
20
）。
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「
こ
ん
ど
、お
れ
は
、老
師
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
に
い
く
ん
だ
」

「
そ
の
和
尚
さ
ん
は
、ア
メ
リ
カ
で
布
教
す
る
の
か
」

「
禅
を
ひ
ろ
げ
る
ん
だ
。
数
人
の
弟
子
を
つ
れ
て
ゆ
く
が
、お
れ
も
そ
の
一
人
だ
」

「
た
ま
げ
た
な
」

「
お
れ
は
、禅
を
や
り
な
が
ら
絵
を
習
う
ん
だ
」

　

 　

鉄
五
郎
は
元
気
だ
っ
た
。
弧
舟
は
、鉄
五
郎
を
駅
ま
で
送
っ
た
。
鉄
五
郎
は
土
沢
ま

で
来
た
の
だ
が
、わ
ざ
わ
ざ
盛
岡
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
、弧
舟
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で

あ
る（
註
27
）。

　

こ
の
後
ま
も
な
く
弧
舟
も
師
範
学
校
を
卒
業
し
、岩
手
県
北
部
の
浄じ
ょ
う

法ぽ
う

寺じ

尋
常
高
等
小
学

校
に
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
の
だ
が
、そ
の
夏
に
暁
烏
敏
と
出
会
い
、大
沢
温
泉
の
仏
教
講
習

会
に
も
参
加
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、暁
烏
を
師
と
し
て
親
鸞
の
教
え
に
通
じ
て
い
く
よ

う
に
な
り
、そ
の
後
の
思
想
や
歌
作
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
、両
者
は
互
い
に
来
訪
し
合

う
な
ど
生
涯
に
わ
た
っ
て
交
友
し
た
と
い
う（
註
28
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、近
角
常
観
や
暁
烏
敏
、釈
宗
活
と
い
っ
た
東
京
の
宗
教
者
が
、花
巻
の
知

識
人
や
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
招
か
れ
布
教
す
る
様
子
の
一
端
を
見
た
。
こ
こ
で
は
彼
ら
の
間

で
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
つ
い
て
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、人
の
往
来
だ
け
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、そ
れ
は
決
し
て
一
方
向
的
な
も
の
で
な
く
双
方
向
で
あ
り
、中
央
と
地
方
と
の
地

理
的
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
、宗
教
を
通
じ
た
濃
密
な
交
流
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
お
わ
り
に

　

明
治
三
十
年
代
後
半
の
東
京
に
出
て
中
学
時
代
を
送
っ
た
萬
鐵
五
郎
と
そ
の
周
囲
を
、わ

ず
か
に
残
さ
れ
た
日
記
の
記
述
を
も
と
に
た
ど
っ
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
ら
は
生
活
の
様
子
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、上
京
し
て
一
年
に
満
た
な
い
中
で
、彼
の
周
囲
に
い
わ
ば
乱
立
す
る

「
宗
教
」に
関
心
を
持
ち
、あ
れ
こ
れ
と
手
を
出
す
青
年
の
姿
を
そ
こ
か
ら
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
う
し
た
姿
は
、同
時
期
の
東
京
の
学
生
た
ち
の
様
子
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

彼
一
人
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、「
時
代
精
神
と
言
お
う
か
、と
に
か
く
そ
の
頃
の
流
行
り

物
だ
っ
た
」（
生
方
敏
郎
）の
で
あ
り
、華
厳
の
滝
か
ら
身
を
投
げ
た
一
高
生
の
藤
村
操
を
象

徴
と
す
る「
内
観
的
煩
悶
時
代
」（
岩
波
茂
雄
）に
生
き
た
青
年
た
ち
の
一
大
関
心
事
だ
っ
た

と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宗
教
も
ま
た
、そ
う
し
た
社
会
か
ら
の
要
請
に
応

え
る
べ
く
、さ
ら
に
維
新
後
の
大
き
な
社
会
変
革
の
中
で
近
代
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、そ
れ

善
治
の
三
男
・
磯
吉
は
、求
道
学
舎
に
寄
宿
し
慶
應
義
塾
の
普
通
部
に
通
学
し
て
も
い
る
。

一
方
、近
角
も
一
九
〇
八（
明
治
四
十
一
）年
と
一
九
一
六（
大
正
五
）年
に
花
巻
を
訪
れ
布
教

を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
註
24
）。

　

さ
ら
に
、一
九
〇
六
年
の
仏
教
講
習
会
に
つ
い
て
も
同
様
な
形
で
宮
沢
政
次
郎
ら
が
中
心

と
な
り
暁
烏
敏
を
招
い
た
よ
う
だ（
註
25
）。
講
習
会
に
は
ま
も
な
く
十
歳
を
迎
え
よ
う
と
す

る
宮
沢
賢
治
が
、暁
烏
の
侍
童
と
し
て
側
に
い
た
。
賢
治
の
弟
・
清
六
は
、「
毎
年
大
沢
温
泉

で
開
か
れ
た
講
習
会
に
、父
に
伴
わ
れ
た
賢
治
は
幼
い
割
合
に
熱
心
に
聞
き
、殊
に
講
師
の
う

ち
暁
烏
敏
師
の
そ
ば
に
い
て
離
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」（
註
26
）と
記
す
。
こ
の
夏
、

暁
烏
は
大
沢
温
泉
で
の
講
習
会
を
含
む
約
一
ヶ
月
間
の
岩
手
仏
教
講
話
の
旅
を
続
け
、こ
れ

を
機
に
政
次
郎
を
は
じ
め
と
す
る
宮
沢
一
族
と
の
長
い
交
流
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
旅
の
中
で
、政
次
郎
と
は
真
宗
の
篤
信
者
同
士
で
親
交
を
結
ん
だ
高
橋
勘
太

郎
が
仲
介
す
る
形
で
、小お

田だ

島し
ま

弧こ

舟し
ゅ
う（
本
名
理
平
治
。
一
八
八
四
―
一
九
五
五
）が
暁
烏
と
知

り
合
う
こ
と
に
な
る
。「
岩
手
歌
壇
の
父
」と
称
さ
れ
る
弧
舟
は
、一
時
期
、萬
鐵
五
郎
と
小
学

校
で
机
を
並
べ
た
人
物
で
、当
初
画
家
を
志
す
も
鐵
五
郎
の
絵
を
見
て
及
ば
な
い
こ
と
を
知

り
断
念
。
そ
の
後
、二
人
は
歌
人
と
画
家
と
い
う
歩
む
道
は
異
な
る
も
の
の
交
流
を
続
け
た
。

弧
舟
は
鐵
五
郎
の
画
会
を
何
度
か
支
援
し
、鐵
五
郎
は
弧
舟
の
歌
集
や
文
芸
誌
の
表
紙
絵
・

挿
絵
を
描
く
な
ど
し
て
い
る
。

　

両
忘
庵
の
門
人
だ
っ
た
盛
岡
出
身
の
堀
内
正
己
が
著
し
た
小
田
島
弧
舟
の
伝
記『
曠
野
を

ゆ
く
』に
は
、盛
岡
の
師
範
学
校
に
進
学
し
た
弧
舟
を
早
稲
田
中
学
を
卒
業
し
た
鐵
五
郎
が
訪

ね
る
場
面
が
あ
る
。

「
そ
の
後
、ど
う
し
た
？
」

と
、弧
舟
が
訊
い
た
。

「
早
稲
田
中
学
に
は
い
っ
て
、か
た
わ
ら
菊
坂
町
の
長
原
孝
太
郎
さ
ん
の
研
究
所
に

通
っ
て
い
た
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
日
暮
里
の
宗
活
禅
師
の
両
忘
庵
で
禅
を
や
っ
た
よ
」

「
ず
い
ぶ
ん
、急
が
し
い
な
。
禅
を
や
る
わ
け
は
？
」

「
精
神
修
養
だ
よ
」

「
ウ
ン
」

「
こ
ん
ど
早
稲
田
高
等
学
院
に
入
っ
た
よ
」

「
何
を
習
う
ん
だ
？
」

「
主
と
し
て
語
学
だ
よ
。
早
稲
田
大
学
の
予
科
な
ん
だ
」

「
ウ
ン
」
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註
４	

 『
新
撰
大
人
名
辞
典　

第
七
巻
』（
平
凡
社
、一
九
三
八
年
、四
八
三
―
四
八
四
頁
）、『
絵
画
の
大

地
を
揺
り
動
か
し
た
画
家　

萬
鐵
五
郎
展
』図
録（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
七
年
、二
〇
五
頁
）

な
ど
を
参
照
し
た
。

註
５	

 

滝
澤
民
夫『
増
野
悦
興
研
究
―
―
埋
も
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
の
生
涯
と
思
想
』（
六
花
出
版
、

二
〇
一
九
年
）を
参
照
し
た
。

註
６	
 

加
藤
史
朗『
江
原
素
六
の
生
涯
』麻
布
文
庫
一（
麻
布
中
学
校
・
麻
布
高
等
学
校
、二
〇
〇
三
年
）

を
参
照
し
た
。

註
７	

前
掲
註
５
、三
五
六
頁
。

註
８	

 「
主
張
：
発
行
の
辞　

宗
教
と
道
徳
と
の
関
係
」『
成
民
』第
一
号
、一
九
〇
七
年
九
月
二
十
五

日（
同
前
、四
三
一
頁
）。

註
９	

 

清
沢
満
之
は
じ
め
浩
々
洞
の
同
人
に
つ
い
て
は
、安
冨
信
哉
編
・
山
本
伸
裕
校
注『
清
沢
満
之

集
』（
岩
波
文
庫
、二
〇
一
二
年
）、山
本
伸
裕
・
碧
海
寿
宏
編『
清
沢
満
之
と
近
代
日
本
』（
法
藏

館
、二
〇
一
六
年
）な
ど
を
参
照
し
た
。

註
10	

『
精
神
界
』第
十
一
号
、一
九
〇
一
年
十
一
月
。

註
11	

安
冨
信
哉「［
解
説
］仏
教
的
伝
統
の
回
復
」（
前
掲
註
９
、『
清
沢
満
之
集
』、三
〇
二
頁
）。

註
12	

田
邊
元『
田
邊
元
全
集
』第
八
巻
、筑
摩
書
房
、一
九
六
四
年
、二
七
六
頁
。

註
13	

 

三
木
清「
讀
書
遍
歷
」『
三
木
清
全
集
』第
一
巻
、岩
波
書
店
、一
九
六
六
年
、三
八
三
―
三
八
四

頁
。

註
14	

 

平
塚
ら
い
て
う『
平
塚
ら
い
て
う
自
伝　

元
始
、女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
』上
巻
、大
月
書
店
、

一
九
七
一
年
、一
五
八
頁
。

註
15	

生
方
敏
郎『
明
治
大
正
見
聞
史
』中
公
文
庫
、一
九
七
八
年
、一
〇
一
―
一
〇
三
頁
。

註
16	

安
倍
能
成『
岩
波
茂
雄
伝
』岩
波
文
庫
、二
〇
二
三
年
、八
九
―
九
〇
頁
。

註
17	

碧
海
寿
広『
入
門		

近
代
仏
教
思
想
』ち
く
ま
新
書
、二
〇
一
六
年
、一
六
〇
頁
。

註
18	

 

Ｅ
．Ｈ
．キ
ン
モ
ン
ス
著
、広
田
照
幸
ほ
か
訳『
立
身
出
世
の
社
会
史
―
―
サ
ム
ラ
イ
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
へ
』玉
川
大
学
出
版
部
、一
九
九
五
年
、一
九
〇
―
一
九
一
頁
。

註
19	

田
子
一
民「
禪
堂
の
故
萬
君
」『
ア
ト
リ
ヱ
』第
四
巻
第
六
号
、一
九
二
七
年
七
月
。

註
20	

前
掲
註
17
、一
六
四
―
一
六
六
頁
。

註
21	

 

栗
原
敦『
宮
沢
賢
治
―
―
透
明
な
軌
道
の
上
か
ら
』（
新
宿
書
房
、一
九
九
二
年
、二
九
頁
）を
参

照
し
た
。

註
22	

 

津
川
生「
大
澤
温
泉
よ
り
」八
月
十
三
日
付
、同「
大
澤
温
泉
雜
感
」八
月
十
四
日
付
、同「
同

（
二
）」八
月
十
七
日
付
。

註
23	

 

岩
田
文
昭『
近
代
仏
教
と
青
年
―
―
近
角
常
観
と
そ
の
時
代
』岩
波
書
店
、二
〇
一
四
年
、

一
八
五
頁
。
あ
わ
せ
て
前
掲
註
21
も
参
照
し
た
。

註
24	

同
前
、一
八
五
―
一
九
二
頁
。

註
25	
前
掲
註
21
、一
二
―
一
三
頁
。

註
26	
宮
沢
清
六「
兄
賢
治
の
生
涯
」『
兄
の
ト
ラ
ン
ク
』ち
く
ま
文
庫
、一
九
九
一
年
、二
四
二
頁
。

註
27	

堀
内
正
己『
曠
野
を
ゆ
く
―
―
小
田
島
弧
舟
伝
』国
書
刊
行
会
、一
九
七
三
年
、二
五
―
二
六
頁
。

註
28	

 『
歌
人		
小
田
島
弧
舟
展《
萬
鉄
五
郎
と
追
憶
の
人
々
》』萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
、二
〇
二
二

年
。
五
〇
、五
四
頁
。

註
29	

前
掲
註
14
、一
七
二
頁
。

ぞ
れ
の
宗
派
・
立
場
の
存
立
を
か
け
て
一
層
個
性
的
な
宗
教
家
や
思
想
家
が
相
次
い
で
台

頭
し
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
は
帝
都
東
京
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
な
く
、花
巻
と
い
う
地
方
都
市
に
限
っ

て
み
て
も
、宗
教
を
受
容
す
る
側
と
供
給
す
る
側
と
が
、複
雑
に
人
脈
を
築
き
な
が
ら
地
理
的

距
離
を
越
え
る
か
の
よ
う
な
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
先
に
見
た
。
や
が
て
鐵
五
郎

が
参
禅
す
る
こ
と
に
な
る
釈
宗
活
に
し
て
も
、地
方
を
布
教
し
て
巡
り
、岩
手
、福
島
、山
形
、

茨
城
な
ど
に
も
両
忘
会
と
い
う
坐
禅
修
行
会
を
設
立
し
て
信
徒
を
広
げ
て
い
っ
た
。そ
し
て
、

両
忘
庵
に
は「
人
生
問
題
に
悩
む
多
く
の
学
生
が
―
―
主
に
帝
大
生
で
し
た
―
―
集
ま
り
、坐

禅
を
し
て
い
ま
し
た
が
、だ
れ
も
み
な
一
様
に
、極
度
に
緊
張
し
た
硬
い
顔
の
人
ば
か
り
で
、

き
び
し
い
も
の
が
身
に
迫
る
の
を
覚
え
ま
し
た
」（
註
29
）と
平
塚
ら
い
て
う
が
記
し
て
い
る
よ

う
に
、東
大
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
生
た
ち
が
集
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、東
京
に
せ
よ
花
巻
に
せ
よ
、鐵
五
郎
の
周
囲
に
は
い
ず
れ
も
宗
教
を
受
け
入

れ
る
環
境
が
存
在
し
、彼
に
近
し
い
人
々
も
ま
た
宗
教
に
感
化
さ
れ
て
相
互
に
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、日
記
の
よ
う
に
鐵
五
郎
が
宗
教
に
近
づ
い
た
こ
と
、さ
ら
に
比

較
的
短
期
間
と
は
い
え
禅
に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
は
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
も

い
え
る
。

　

日
記
に
は
、従
兄
弟
の
昌
一
郎
と
何
度
か
写
生
に
出
か
け
る
記
述
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、宗

教
に
関
わ
る
記
述
は
な
く
行
動
を
と
も
に
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、こ
の
頃
に
は
す
で
に
昌

一
郎
が
先
に
両
忘
庵
に
出
入
り
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
鐵
五
郎
は
、少
な
く
と

も
二
月
頃
ま
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
も
真
宗
に
も
関
心
を
持
ち
自
ら
接
触
し
て
い
た
か
ら
、お

そ
ら
く
そ
の
後
、両
忘
庵
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
記
は
、宗
教
に
熱
を
上

げ
る
萬
鐵
五
郎
の
、い
わ
ば
参
禅
の
前
夜
の
様
子
を
断
片
的
な
が
ら
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

る
の
だ
。

（
新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館　

専
門
学
芸
員
）

註
１	

日
記
の
掲
載
図
版
は
同
館
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

註
２	

萬
鐵
五
郎『
鉄
人
画
論
』中
央
公
論
美
術
出
版
、一
九
六
八
年
、三
五
三
頁
。

註
３	

 『
東
和
町
先
人
顕
彰
誌　

清
流
猿
ヶ
石
』（
東
和
町
先
人
顕
彰
事
業
推
進
委
員
会
、二
〇
〇
六

年
、四
五
―
五
六
頁
）、『
明
治
大
正
昭
和
日
本
徳
行
録
』下
巻（
読
売
新
聞
社
、一
九
二
九
年
、

一
四
八
九
頁
）を
参
照
し
た
。


